
日本貨物鉄道産業労働組合 

2025.3.7 日 

２０２５春闘 会社の考え方 
 

本部は、３月６日（木）、交渉（会社の考え）を行いました。以下、報告します。 

 

 

「会社の考え方」 

 

 



組合・「合わせて、離職防止・採用 数確保に向けた措置を検討したい」とあるが、現時点で

話せることはあるか。 

会社・検討中ではあるが、若年者に向けた措置である 

組合・諸要求について、検討・前進はあるか。 

会社・検討中である。 

組合・これまで「ＪＲ貨物の持続的な発展」「魅力ある会社を構築」の為にも大幅な賃上げ

が必要不可欠と何度も訴えてきたが、本日の会社の考えを聞いて愕然とした。 

会社の状況が厳しいことは理解するが、会社の体力論で話を進めていたら、何も前に

進まない。犬飼社長は、離職が多いことや採用が計画通り出来ていないことを危惧し、

「魅力ある会社を構築していく」と発信しており、厳しい時こそ経営陣の腕の見せ所

である。 

今、必要なことは将来を見据えた、「人材への投資」であり、他の企業では将来を見据

えた「賃上げ」を大胆かつ積極的に行い、魅力ある企業をアピールしているが、ＪＲ

貨物では経営を担っていくプランナー職の離職が相次ぎ、魅力のない企業だと証明さ

れてしまっている。２０２４問題でＪＲ貨物に追い風が吹いているが、人材を確保出

来なければ、良い商品を提供することは出来ず、長く安心して働ける魅力ある会社を

構築しなければ、衰退への道を転げ落ちていくことになる。 

本日、会社の考えを聞いたが到底納得することが出来ない。営業費用が大幅に上がっ

ているが、組合員の生活費用も大幅に上がっている。 

将来に希望の持てる会社を構築するのは会社の責務であり、ＪＲ貨物グループのブラ

ンド力を今以上に発信し、将来に渡って「成長・発展」を続け、魅力ある選ばれる企

業となる為にも、回答予定日には誠意ある回答を強く求める。 

会社・申入れと要求根拠は聞いたうえで、経営陣にはしっかり伝えている。今日時点で回答

できるまでは合意を得られていないが、貴組合の主張と要求根拠は確実に伝えてお

り、回答指定日までに決めていく。 

組合・回答予定日は、３月１３日でよいか。 

会社・良い。 

組合・最後に、改めて経営陣に私達の主張を伝えて頂き誠意ある回答をお願いしたい。 

会社・頂いた主張については、引き続き経営陣に伝えていく。 

 

 

 

以 上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答予定日 

 

３月１３日（木） 
 



 

 

 

 


